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本博士論文は，精神障害者ピアサポートがもたらす精神障害者の生涯発達過程を量的・質的
研究法を用い多角的に探ることを目的とした研究である．  
 第1章では，精神障害者を取り巻く歴史的背景と隔離政策による社会的入院の増加，精神保健
医療福祉の改革のビジョン以後の環境の変化，今後国が目指す地域共生社会での精神障害者
ピアサポート活動の役割について論じた．第 2章では，ピアサポートに関する先行研究を概観し，
欧米で発展してきたピアサポートの流れ，日本でのピアサポートの現状や課題，欧米と日本の違
いについて示した．第 3章では，本研究の目的，研究設問，問題提起，用語の定義，研究の構成
を示した． 
第 4 章は，研究 1 に関する章である．研究 1では，「精神障害者ピアサポート活動の職業的妥
当性はあるか」という設問に対し，精神障害者当事者会で電話相談や日常相談を受ける精神障
害者当事者にアンケート調査及びフォーカスグループインタビューを実施した．その結果，(1)当
事者にとってピアサポート活動はライフワークと生活の一部であること；(2)ピアサポート活動では
当事者性を大切にし，一度専門職などになってしまうとピアサポート活動が困難になること；(3)ピ
アサポート活動をすればするほど，周囲に認知されピアサポーター自身の相談場所がなくなるこ
とや，仲間だからと早朝深夜時間を問わず対応すると体調を崩しやすいというデメリットもあること
が示された． 
第 5 章は，研究 2に関する章である．研究 2では，第 1章と同じ研究設問「精神障害者ピアサ
ポート活動の職業的妥当性はあるか」についてピアスタッフを対象としたインタビュー調査を実施
した．分析方法としては，インタビュー内容を逐語録化し，カテゴリに分類後に内容分析を実施し
た．その結果，次の 3 点に集約することができた.すなわち，(1)ピアサポートを仕事として捉えた場
合，ピアスタッフにとってはそれが一つのストレングスとして成立し得るが，単に「仲間という存在」
や「精神障害者という体験」だけでは仕事として成立し難いこと； (2)ピアスタッフは，仲間の視点と
対人援助職という仕事の両方が求められ，立ち位置も曖昧になりがちなため，ただ自分の体験を
伝えたいという思いだけでピアスタッフを目指すと，ピアサポーターとしての精神障害者本人が潰
れてしまう可能性があること；そして (3)ピアスタッフは仕事を通して，常に自分の経験を活かしな
がら相手の立場に立って寄り添うことによって，自己成長に繋がっていたこと，以上である. 
第 4章，第 5章を返して，精神障害者ピアサポート活動の職業的妥当性はある程度示されるこ
とがわかった．ただし，職業として遂行可能な業務とは何か、そしてその業務は通常スタッフの業
務とどのように異なるか等の課題が残された． 
第 6章は，研究 3に関する章である．研究 3は，研究 1 と研究 2で残された課題を探った.具体
的には，「ピアサポーターと従来スタッフの役割に違いはあるか」という設問に対して，ピアサポー
ターを雇用する専門職にインタビュー調査を実施した．分析には，インタビュー内容を逐語録化し，
カテゴリ分類後に内容分析の手法を用いた．その結果，(1)ピアサポーターの雑談から寄り添う距
離感は，従来スタッフにはない独自性があること；(2)ピアサポーターと従来スタッフの業務におい
ては，対人援助職では違いはあるが，宅配業務，ヘルパー等の業務内容では大きな違いはみら
れないこと；(3)ピアサポーターは，仕事を通して社会性を身に付けており，その過程は従来スタッ
フが仕事を通して身に付けるキャリア発達と大きな違いはないことがわかった． 
第 7 章は，研究 4 に関する章である．研究 4 では，「精神障害者ピアサポートは，精神障害者
の意識変化をもたらすか」という設問に対して，研究者と A市の精神保健連絡協議会の委員が協
働しながら主体的に研究を進めていくアクションリサーチの手法を用いた．対象となった A市には，
ピアサポート活動を市に定着させたいといった希望があり，そのためには当事者の意識変革や自
らを振り返ることが必要となる．そこで，アクションリサーチの手法を用い，自らの振り返りを促すこ
とを狙いとした．アクションリサーチとは，①見る，②考える，③行動するというプロセスを繰り返し
考察するという手法であり，研究 4の目的に合致する方法として採用した．研究対象者は，A市に
在住・在勤する精神障害者，その家族，精神保健福祉領域の専門職である．これらの対象者に
対し，2012年 10月～2013 年 8月までの間に計 4 回「精神障害者ピアサポートに関する講座」を
実施し，講座ごとに毎回自記式質問紙調査を実施した．量的データ分析には単純集計，SD 法を
用いた心理と行動の尺度間における相関分析を用い，受講者の意識変化と地域活動量の行動
変化を探った．その結果，参加者は，自分が行っている活動がピアサポート活動であると意識す
ることで，「一人ではない」ことや「皆同じ」であることなどを体感し，主体性や地域に連帯感が生ま
れ得ることが示された．具体的には，ピアサポート活動の意識化，他者任せであった自分の居場
所の整備，自分にできることはまずやってみるという行動化を通して，ピアサポート活動が地域活
動量の向上に寄与し得るといった流れが存在する可能性が示された． 
第 8 章は，研究 5 に関する章である．研究 5 では，「精神障害者ピアサポートに対する価値観
は，ピアサポーターと従来スタッフとの間で異なるか」を探るために，第 7 章における研究対象者
に対する自記式質問紙調査を実施した．データ分析にはクラスター分析を用い，得られた樹形図
から対象者による価値観の違いを整理した．その結果，当事者のピアサポートに関する価値観と
家族や従来スタッフが考える価値観が違うという二極化構造が示され，ピアサポート活動に求める
内容を具体化することができた．ピアサポーターは，ピアサポート活動を仲間との関係性として捉
えており，そのため「思いやり」や傾聴などの「話を聴く能力」が同じカテゴリに分類されるという結
果になった．しかし，従来スタッフは，自分の仕事として捉えるために，ピアサポート活動を「きっか
け」や「場」の提供として捉えており，それらが同じカテゴリに分類された．また「話を聴く能力」は
「支援者」と同カテゴリに分類された．以上から，ピアサポートに対する多様な価値観の分類化を
示した．こうした価値観の認識やサポート能力は本人の自信にもつながり得るが，意識変化の発
生機序やプロセスの解明については課題として残された． 
第 9章は，研究 6に関する章である．研究４では，ピアサポート活動をすることによって，仲間意
識が強くなり，自信がついたという意識変化が示されてきたが，なぜ意識変化が起こるのかについ
ては，先行研究でも示されていない．そこで，研究 6 では，「精神障害者ピアサポートがもたらす
効果と自己成長は関係するか」について探った．対象者は，第 7章の A市でピアサポートの講座
を受講している精神障害者とその家族である．複数講座のうち，第 2 回と第 4 回目のグループワ
ークを通してフォーカスグループインタビューを実施し，内容をテキストマイニングにより分析した．
その結果，ピアサポート体験意識化 2 か月後は「ピアサポートの意識化のプロセス」が，10 ヶ月後
は「ピアサポートを通じての成長：社会性再獲得のプロセス」という流れがそれぞれ示された．具体
的には，他者を思いやる気持ちや自分の限界を考えること，そして他者とのコミュニケーション能
力と社会性を身につけること，自分自身の大切なものを見つけアイデンティティを獲得すること，こ
れらのプロセスを経て自己成長へと繋がるのではないか，という仮説を生成した． 
第 10章では総合考察として，ピアサポート活動には，精神障害者の自己成長を促す可能性が
あるかについてまとめた．ピアサポーターが職業人として成長するためには，自らが行っているピ
アサポート活動と常に向き合いながら，他者との関係性を保つことが必要であることがわかった． 
  以上を総括し，本研究の主な論点を最後に示す． 
１) ピアサポート活動に適した人材には，「社会性」，「人間性」，「当事者性」の３つの要素が必要
とされる（当事者性とは，その問題や活動の主体者であり，相手の立場にたって経験から得た
体験や知識を活かし，適切に言語化できる力である）． 
2） ピアサポート活動を仕事として活用するには，仕事としての役割を意識し当事者性を業務に活
かす力が必要となる．つまり，ピアスタッフではなく，スタッフ（ピア）という意識が大切である． 
3） ピアサポート活動は，精神障害者がライフサイクルの過程で獲得できなかったものを再獲得す
る機会となり，生涯発達に繋がるといった仮説を生成した． 
 
本研究は，当事者・専門職・家族の声に基づき，我が国における精神障害者ピアサポートの現状
を踏まえた運用可能性を示した．今後は，ピアサポート活動の適正チェックシート等を開発し，ピ
アサポートの質的向上に寄与する実証研究が望まれる． 
